
展した｡

青少年が大企業QC集中したのみ怒らず,野菜の基幹労働力までも兼業に従事するように怒った｡

売薬兼業農家も当然この大きな変動のなかにある｡即ち'行商人の滅少となって現われた｡後継者

不足,あるvlは行商人の転向によって売薬兼業農家の転向が生じる｡又'機械化に轟うちされて農

業が年中行事可能qc在った為,売薬への兼業指向性が成ず る｡

しかし夜がら,この減少傾向と町部から農村部への懸場帳の流れを考慮すれば,一方qc於て,売

薬兼業農家の固定化と行商の大規模化が考えられ も｡転向した売薬兼業農家というのは他を兼業し

た方が上9高収入缶得られる程度の行商規模の鹿家と思われるので,売薬兼業農家は比故的行商規

模の大きな農家VC固定化していると考えた｡即ち,戦前頗村プロレク7)丁として売薬兼業が 日給し,

売薬に全力を投下した小農家と,戦後農村7'JL,ジョアとして大規模Uc開始した大農家に固定化して

V'ると推察した｡大規模化は機械化VC大きく轟うちされているo

行商という形態から当然交通系 も成立発展の賓因の 1つとして考えられるoそれは'江戸期にあ

っては北陸街道,明治に入ってからは北陸本韻沿vlに出身が集中した事Uc示されている｡

当地域には二者共存在したが,交通の発達vcよD.大正期頃よ9この要因は消滅 してしまったと

考えられるO

調布市 ･術中市の都市的発展過程

犬 飼 浩 子 -

調布市 .府中市の自然的背景としての特徴は,この二市が'地形的には多摩伸 て平行した1-Ld汐面

を形成する沖積低地 ･立川段丘 ･武蔵野段丘上に位置してvlること'地質的qcは砂磯層やローム層

力埠越してVlること･地下水は扇状地性盆地の武蔵野段丘上では深 くに･周辺では浅 くCて存在して

V,ることである｡ そしてこの地形,地質,水系は,人文的背景である歴史 ･集落に多大の影響を与

A,各々の地形面qCかける差がはっきDと出てV,る｡つせ9沖槙低地は自然発生的散塑集落地とし

て,立川段丘上は自然発生的凝塾集落地として,武蔵野段丘は計画的新田集落として発達している｡

又,用水路vCつvlても野川 ･仙川･入間川の他に,沖積低地面は割勘砂 ら,台地では玉川上水か

らそれぞれ引水してvlる｡これらに見られるように,J自然的背景と人鰍 相互に関連し合っ七･三帯

の地鵬 鍵を成してvlるわHである｡次に江戸時代以後のこ市の発展過程を見ると･この頃

から全国的な人口移動が敵しくな9,それ脚ナqc変通路線が地域の発展に与える影響は大と怒るo

せづ江戸時代に別 ､慨 道筋が宿場として栄え,武蔵野新田集落の親村となった○明治時代qCを9I
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市の北恵中央線が通ると,甲州街道沿V,は衰退傾向に入った｡ しかし間もたく下河原韻の設思qcよ

9府中に大=場が立地し,大正時代Uc入り京王線が数かれ ると,叉新しV'発展を見せるようvcなっ

た｡この頃よD東京自身の人口は急増し,関東大桑災後に山手環状線外qc伸びはじめた住宅化の進

展ucよ9･電茸もスピー ド缶速め,通勤電革としての性格を持つようになってきた｡叉昭和初期に

誘致された娯楽施設 ･工場等は,日本の産業の飛躍的発展の施果もたらされたもので,この期が丁

度二市にとって,都市施設整備期昭怒ったわけで,都市としての発展の基碇をつくった｡戦後は煎

開人口,産業回額とともに,ニ市の発展がもたらされたが.特に昭和50年以後qcは,東京都心と

の結びつきが崇密vc怒D,東京を母市とする西郊住宅地として発~展するようになった｡これは東

京への過度の人口集中,資本主義的経済の繁栄,都内の地価の高騰,電卓のスピー小･7,ブvcよ9,

郡内からの流入人口が数増した結果,小地主群が発生し,小規模な住宅が急増した｡

こうして母市東京に依存する通勤住宅地としての変化を見せたわけで,又近年の大食本ucよる団

地 E･集団住宅地の増加はぜすますこの傾向を強めてvlる｡ つま950年以後の二市の発展は,それ

までの二市史中心とした発展とvlう性格が無 くな9,東京の住宅衛星都市として大都市圏栗京の申

I:/C完全qrまきこilれてか9,東京西郊に位置する二笛の地域の性格はここVC特徴的な変化を遂げた

ことになる｡そして現在Ucふける二市の都市構造は,交通｡住宅 ･商工業ともVC都市的発展な反映

してtJlるOそしですでVC住宅都市としての当面の都市間題をかかえでvlるが,複雑夜間粍がからみ,

問題雛決は容易で夜V'｡又都市計画は将来の予想にもとづく計画では夜く,悪化した現状に対する

対策でしかない｡しかし,地域の様相はそれらと共になお変化しつづけ,都市の複合化,高次の都

市的発展へと続vlてい くであろうと思われるo

防 府 市 に お け る

干拓地の地理学的研究

小 倉 晃 子=

調査地域は山口県の瀬戸内海周防灘沿岸地域のほぼ中央qc位置してV,る防府市にある干拓地であ

るo

論文東雲約すると次のようvC茂る｡

糾 章 干拓地の築立と歴史的苑達

薄の財政事情倉直接の賓因とした毛利藩の新田開発政策のもとに,水田･塩田の開発色白的とし

て近憧以降約280年の間に 1.600haの干拓地が防府に於い て形成された｡地形的には当時島
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